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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月27日(2011.4.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粘弾性媒質（１１）内に力学的波を生成する方法であって、粘弾性媒質（１１）中に生
成された力学的波（２７）の伝搬がイメージングされるように媒質（２１）をイメージン
グする工程と組み合わされる粘弾性媒質（１１）内の力学的波を生成する工程からなり、
前記生成する工程は、異なる音響学的性質を有する２つの領域（１１，１４）の境界を定
義する界面（１３）に音波を適用することにより実行される、方法。
【請求項２】
　音波は超音波であることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　音波が焦束される界面（５３）が、粘弾性媒質（５１）内に存在する異なる音響特性を
有する２つの領域（５１，５４）間に存在することを特徴とする請求項１または２に記載
の方法。
【請求項４】
　音波が焦束される界面（３３）は粘弾性媒質（３１）の表面と接触する状態で配置され
た人工膜（３４’）であり、かつ人工膜（３４’）は音波を適用する装置（３８，３２）
と粘弾性媒質（３１）の表面との間に配置されたカップリング媒質（３４）として知られ
る媒質を包囲し、カップリング媒質（３４）と粘弾性媒質（３１）が異なる音響特性を有
する２つの領域を形成することを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項５】
　人工膜（３４’）は、力学的波の振幅を増加させつつ音響インピーダンスコントラスト
を最小限にするよう選択された組成を有することを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　人工膜（３４’）は、力学的波の振幅を増加させつつ音響インピーダンスコントラスト
を最小限にするよう選択された厚さを有することを特徴とする請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　人工膜（３４’）は、粘弾性媒質（３１）の対象領域での力学的波（２７）の振幅を増
加させるよう空間的に決定された非一様な組成を有することを特徴とする請求項４～６の
いずれかに記載の方法。
【請求項８】
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　人工膜（４４’）は、粘弾性媒質（４１）の対象領域（６６）での力学的波（２７）の
振幅を増加させるよう空間的に決定された非一様な厚さ（４９）を有することを特徴とす
る請求項４～６のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　界面（３３）に集束される音波の適用は、界面（３３）の複数の箇所で連続的に遂行さ
れ、この複数の箇所および集束の連続は、粘弾性媒質（３１）の対象領域での力学的波（
２７）の振幅を増加させるように決定されることを特徴とする請求項１～８のいずれかに
記載の方法。
【請求項１０】
　前記方法は、処理の効果を監視するための超音波処理方法と組み合わされることを特徴
とする請求項１～９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記超音波処理方法は、媒質のイメージング工程の結果の関数として制御されるのに適
していることを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　力学的波の振幅を増加させつつ音響インピーダンスコントラストを最小限にするよう選
択された組成および厚さの少なくとも一方を有する人工膜（３４’）であって、
　前記人工膜（３４’）は請求項１～１１のいずれかに記載の方法の実行の間に界面（３
３）として機能し、
　前記人工膜（３４’）は部分的に粘弾性媒質（３１）の表面と接触する状態で配置され
、かつ音波を生成する装置（３２，３８）と粘弾性媒質（３１）の表面との間に配置され
たカップリング媒質（３４）として知られる媒質を包囲し、
　前記カップリング媒質（３４）と前記粘弾性媒質（３１）が前記異なる音響学的性質を
有する２つの領域の境界を定義する、人工膜（３４’）。
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